
素案後半期の計画の概要

2. 目標指標の進捗状況

4. 後半期の推進方針

3. 後半期の基本的な考え方（主な追記部分）

＜エネルギー消費原単位＞

＜新エネルギー導入量＞

1. 基本的考え方

＜環境関連ビジネスの実施割合＞

※道アンケート調査による（無作為抽出した道内企業400社を対象、回答率は３割程度）

目指す姿や目標の達成に向けた、現状の取組

６つの視点のもと、重点的に推進する事項

計画期間：2021(令和3)～2030(令和12)年度

後
半
期
の
取
組

目
指
す
姿
の
実
現

３
つ
の
挑
戦
を
後
押
し

・これまで、道内の省エネ・新エネは着実に進展

・目指す姿の実現や、目標の達成に向け、計画後半期に取組を加速させる必要

・自然環境など地域との共生や地域へのメリットを求める声が高まっている

・地域へのメリットを含む「地域との共生」を明確化

・再エネ供給拠点と利活用拠点の双方で取組を進め、全道域にその効果を波及させる

・再エネ導入にあたっては、自然環境や景観との調和を図ることなどを前提に、
地域の理解のもとで適切に事業が実施されることが重要

・現状の取組に加え、以下の６つの視点に立った取組を重点的に実施する
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